
港 湾 振 興 特 別 委 員 会 

 

 

日 時  平成３１年３月５日（火） 

 本会議終了後 

                     場 所  全員協議会室 

 

 

 

議  題 

 

１ 港湾計画における土地利用計画について 

（１）伏木富山港（新湊地区）港湾計画図    （港湾・観光課 資料１-１） 

〃        拡大図 （港湾・観光課 資料１-２） 

（２）土地利用の区分に応じた利用形態     （港湾・観光課 資料２） 

 

２ 射水みなとまちづくり方策について 

（１）土地利用方針              （港湾・観光課 資料３） 

（２）進捗状況及び今後の予定         （港湾・観光課 資料４） 

 

３ その他 
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土地利用の区分に応じた利用形態 

１ ふ頭用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

埠頭用地 係留施設と一体と

なって港湾貨物の

荷さばき、船舶乗

降旅客の取扱等を

行うための用地 

荷さばき施設用地 エプロン、荷さばき地、上屋、コンテナ

ターミナル 

旅客施設用地 エプロン、旅客ターミナル（手荷物取扱

所、待合所、売店、食堂等）、宿泊所 

保管施設用地 倉庫用地、野積場、貯木場、貯炭場 

船舶役務施設用地 船舶の給水施設、給油施設、船舶修理施

設、船舶保管施設 

以上に付随するもの 上記に付随する緑地、道路、駐車場、便

益施設 

 

２ 港湾関連用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

港湾関連用地 港湾における物

流・人流などの輸

送活動の増進を図

り、また、これらの

活動を支援する施

設のための用地 

保管施設用地 倉庫用地、野積場、貯木場、貯炭場、

サイロ用地、モータープール、空バン

プール、シャーシプール 

流通施設用地 港湾の流通機能の高度化を図るため

のトラックターミナル、配送センタ

ー、卸売市場等の流通業務施設。 

卸売展示施設、流通加工施設並びにこ

れらの附帯施設。 

コールセンター等の配分基地（ただ

し、石油等危険物の配分基地を除く） 

旅客施設用地 エプロン、旅客ターミナル（（手荷物

取扱所、待合所、売店、食堂等）、宿

泊所 

港湾関連業務施設用

地 

物流・流通・貿易関連事業所、事務所

（海上運送事業、港湾運送事業、倉庫

業、道路運送事業、貿易関連業、商業、

金融業、保険業等）。 

港湾管理施設（港湾管理事務所等）。

航行補助施設（信号施設等）。港湾関

連官公署事務所（税関、地方運輸局、

地方整備局、海上保安官署、警察署、

入国管理事務所、検疫所、消防署等の

港湾関連官公署等） 

福利厚生施設用地 休泊所、診療所、船員会館 

作業基地用地 ケーソンヤード等 

  以上に付随するもの 上記に付随する緑地、道路、駐車場、

便益施設（旅館、ホテル、商店、飲食

店、ガソリンスタンド等）、下水処理

場 

※港湾関連用地は、基本的には民間事業者に売却する用地であるが、売却にいたる迄の間、港湾管理者

が保有し、民間事業者に長期（賃貸借契約等）又は短期に貸し付ける場合がある。 

産業経済部 港湾・観光課 資料２ 

３月定例会 港湾振興特別委員会 

平成３１年３月５日 
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３ 交流厚生用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

交流厚生用地 港湾を通じた人

的・経済的な国内

外の様々な交流活

動を推進する施

設、又は、港湾にお

けるレクリエーシ

ョン活動の用に供

する施設、及びこ

れらに付随する施

設のための用地 

港湾交流施設用地 会議場施設、展示施設、研修施設、そ

の他の共同利用施設 

港湾文化施設用地 図書館、博物館、水族館、公会堂、展

望施設等の文化施設 

情報通信施設用地 国際交易を支えるための情報処理施

設、電気通信施設（テレポートを含

む）、その他情報通信施設 

国際業務施設用地 貿易関連事業所 

マリーナ用地 レクリエーション船舶のための陸上

保管施設、船舶役務用施設、船舶上下

架施設、用具倉庫等、クラブハウス、

これに付随する福利厚生施設、文化施

設（展示施設等） 

スポーツ・レクリエー

ション施設用地 

マリーナと一体的なスポーツ・レクリ

エーション施設用地、民間が整備する

スポーツ・レクリエーション施設用地 

マリーナ関連施設用

地 

レクリエーション施設利用者のため

の旅館、ホテル、商店、飲食店、ペン

ション、保養所、艇庫付き住宅 

以上に付随する施設 上記に付随する緑地、道路、駐車場、

便益施設（銀行業・保険業の店舗、旅

館、ホテル、商店、飲食店、ガソリン

スタンド等）、港湾関連官公署事務所

（海上保安官署、警察署、消防署等） 

 

４ 工業用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

工業用地 工業の用に供する

用地及びこれに付

随する施設のため

の用地 

工場用地 工場用地（工場の施設用地に付随した

研究施設、教育施設並びに危険物を取

り扱う石油精製施設を含む） 

情報通信施設用地 工場に付随する研究施設及び附帯施

設 

発電所用地 電気事業法の供給計画に基づき操業

される発電所の用に供する用地（発電

所の施設用地に付随した研究施設、教

育施設を含む） 

以上に付随するもの 上記に付随する緑地、道路、駐車場、

荷さばき場、保管施設、福利厚生施設

（休泊所、診療所等）、官公署事務所

（税関、地方運輸局、地方整備局、海

上保安庁署、警察署、消防署等）、便

益施設（商店、飲食店、ガソリンスタ

ンド等）、エネルギー供給施設用地、

下水処理場 
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５ 都市機能用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

都市機能用地 一般的都市機能の

用に供する用地 

住宅用地 住宅 

業務施設用地 一般的都市機能の用に供する業務施

設用地、情報通信施設用地 

商業施設用地 一般的都市機能の用に供する商業施

設用地、卸売市場用地 

供給処理施設用地 下水処理場、清掃工場用地等 

以上に付随するもの 上記に付随する緑地、道路、駐車場、

便益施設用地等 

 

６ 交通機能用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

交通機能要地 陸上及び航空交通

の用に供する用地 

道路用地 臨港道路、都市計画道路 

鉄道用地 鉄道、軌道 

飛行場用地 空港、ヘリポート、コミューター基地 

以上に付随するもの 上記に付随する緑地、駐車場、便益施

設用地等 

 

７ 危険物取扱施設用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

危険物取扱施

設用地 

石油、ガス等危険

物を取り扱う用地

（工業用の用に供

するものは除く）

及びこれに付随す

る施設のための用

地 

貯蔵施設用地 危険物の貯蔵施設用地（石油精製施

設、発電所、ガソリンスタンドに付随

する貯蔵施設を除く） 

配分基地用地 石油配分基地、その他配分基地 

原油備蓄基地  

以上に付随するもの 上記に付随する緑地、道路、駐車場、

便益施設用地、福利厚生施設用地等 

 

８ 緑地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

緑地 緑地・広場等の用

地 

緑地 緑地 

広場 広場 

緩衝緑地 公害防止用の緩衝地帯 

以上に付随するもの 上記に付随する文化施設（図書館、博

物館、水族館、展示施設等）、交流施

設（展望施設、公会堂等）、スポーツ・

レクリエーション施設、福利厚生施設

（休泊所等）、便益施設（商店、飲食

店等）、用地内道路、駐車場、港湾関

連官公署事務所（海上保安官署、警察

署、消防署等） 

※埠頭用地内の緑地などについては、特に緑地として土地利用を区分せず、それが位置する土地利用の

区分に含めるものとする。 
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９ 廃棄物処理施設用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

廃棄物処理施

設用地 

港湾において廃棄

物の処理を行う施

設の用地 

廃棄物処理施設用地 廃油処理施設、排出ガス処理施設、廃

棄物焼却施設、廃棄物破砕施設の用地 

以上に付随するもの 上記に付随する緑地、道路、利便施設

用地等 

 

１０ 海面処分用地、海面処分・活用用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

海面処分用地 廃棄物や浚渫土砂

等を埋立により処

理するための区分 

一般廃棄物等処理用

地、土砂処分用地 

一般廃棄物、産業廃棄物、浚渫土砂等

の処分場の確保を主たる目的として

土地造成を行う区域 

海面処分・活

用用地 

一般廃棄物、産業廃棄物、浚渫土砂等

の処分場の確保を図ることに加え、浚

渫土砂や廃棄物を活用して土地を造

成し、土地の利用を積極的に図るため

に土地造成を行う区域 

 

１１ 公共用地 

区分 概要 用途 具体の利用形態 

公共用地 将来の公共埠頭、

掘り込み水路等の

ための用地 

留保用地 将来の公共埠頭用地、掘り込み水路等

の用地として、土地利用を留保するも

の 
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射水みなとまちづくり方策 進捗状況及び当面の予定 

 

地区 導入機能 導入施設 概  要 今後の方向性                         現況と当面の取組み予定 
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①交通機能 駐車場  周辺の活用状況に合わせ内川周
辺の代替駐車場として整備 

 周辺の活用状況に合わせループ内整備（交流厚生用地） 進捗状況 

 ループ内に駐車場の整備 
 路線バス、コミュニティバスの海王丸パーク乗り入れに伴う乗降場の整備 
 海王丸パーク駐車場入り口他の案内看板の整備 
当面の予定 

 海王丸パーク周辺の案内看板の整備(継続) 
②水上交通

機能 

遊覧船・乗り場  富山新港周辺及び内川周辺の水
上交通としての機能を担う。 

 交通手段としての検討 
 ベイエリア～内川の観光船または海上タクシーを２次
交通とする。 

進捗状況 

 下条川を活用したベイエリアと小杉地区を結ぶ新航路の運航開始（H28.4）（期間
限定で運行） 

 弁財天遊覧（川の駅発→新湊弁財天→川の駅新湊）の運航開始（H29） 
当面の予定 

 下条川河川公園「ポケットパーク」整備（H31度完成予定） 
③交通機能 公共交通  コミュニティバスの利便性向上

とともに、新幹線駅とも結ぶ。 

 ニーズ調査行う。（新湊と堀岡・海老江結ぶ） 
 富山駅（北口）～ベイエリアの特急路線バスの定期運行 

進捗状況 

 コミュ二ティバス、万葉線などを利用した「とやま一日周遊乗り放題きっぷ」の実施 
 路線バス、コミュニティバスの海王丸パーク乗り入れに伴う乗降場の整備 
 新高岡駅と海王丸パークを結ぶ路線バスの運行（1日６往復）（H27.3～H30.3末廃
止） 

 新幹線利用者に万葉線全線100円利用券（片道）を発行し、ベイエリアへの利便
性の向上を図る。（H28.8～） 

 射水ベイエリア周遊バス実証運行実施（H28.8～10、H29.7～11） 
 ぶりかにバスの海王丸パークへの乗入れ開始（H29.11） 
当面の予定 

 射水ベイエリア周遊バスについて、過去2年間の実証運行の結果を踏まえ、観光
客の利便性向上となるような手法の検討を行う 

④海上交通

機能 

海王岸壁を活用

した機能強化と

旅客船ターミナ

ル・航路誘致 

 クルーズ船及び旅客船航路を誘
致 

 和倉・奥能登・佐渡へのジェットフォイルや旅客船航路
を誘致 

 ワンナイト等クルーズ誘致で実績づくり 

進捗状況 

 最近の寄港実績 
H26.6.26～27 ぱしふぃっく びいなす ワンナイトクルーズ 

H26.10.18        〃        日本一周富山新港寄港 

H30.5.12           〃               〃 

H30.6.20～22 にっぽん丸 隠岐クルーズ(富山新港発着) 

●クルーズ船寄港誘致 

国内外の船会社・旅行会社を富山県に招へいし、内川観光船観光、富山湾鮨等

を紹介した。 

（H27:ポナン社（仏）、アザマラ社（米））  

（H28:郵船クルーズ㈱、ウインドスター・クルーズ社（米）） 

（H30:ザ・リッツカールトンヨットコレクション社（米）） 

当面の予定 

 '19.9.9～11 ぱしふぃっく びいなす函館クルーズ（富山新港発着） 
 引き続きクルーズ客船誘致活動を実施する 

⑤集客機能 物販施設  来訪者に魚介類やお土産などを
販売する施設。朝市・夕市等の開

 海王丸パーク施設連絡会・県と調整し、民間事業者進出
を促す。 

進捗状況 

 棚辺水産の加工販売所「しろえび壱番屋」オープン（H27.1） 

産業経済部 港湾・観光課 資料４ 

３月定例会 港湾振興特別委員会 

平成３１年３月５日 
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催  魚市場見学通路の開設を機に、市場内で夕市など即売場
を開設 

 貴婦人館オープン（H28.9） 
●新湊かに小屋オープン（H30.1.16） 

当面予定 

 引き続き関係各所と調整を行い、民間事業者進出を促す 
⑥集客機能 飲食施設等 

（オープンカフ

ェ含む） 

 団体観光客の立ち寄りにも対応
した飲食サービスを提供する施

設 

 帆船海王丸、新湊大橋などの景観
や海辺の雰囲気を楽しめる施設 

 環日本海諸国の映画・演劇・生
活・文化などを体験や料理・アル

コールを提供する施設 

 環日本海の視点に立った展示・普
及・研究及び対岸諸国や沿岸自治

体を照会するなど日本海交流セ

ンターの展示を充実させる。 

 海王丸パーク施設連絡会・県と調整し、民間事業者進出
を促す 

 総帆展帆の日を盛り上げる企画の推進 
 環日本海諸国の料理・アルコールを提供する施設 
 環日本海諸国の映画・演劇・生活・文化などを体験する
施設 

 環日本海の視点に立った展示・普及・研究及び対岸諸国
や沿岸自治体との交流拠点 

進捗状況 

 日本海交流センター内の展示物を更新 
 貴婦人館オープン（H28.9） 
 新湊かに小屋オープン（H30.1.16） 
 Ｂ－ＣＵＢＥオープン(H30.5.1) 
 食処海

う

み屋
や

オープン(H30.10.1) 

当面予定 

 海王丸パーク「緑のパーゴラ休憩所」にテーブル・カウンターの設置、トイレの増設
及び洋式化（'19.5月） 

⑦集客機能 結婚式場  結婚式場の誘致  結婚式場の誘致 進捗状況 

 海王丸船上結婚式を実施 
 幸せのベル結婚式を実施 
当面予定 

 引き続き、両結婚式を実施する 
集客機能 施設相互利用  海王丸と関連施設が協定結び相

互利用促進 

 海王丸と関連施設が協定結び相互利用促進 
 「夕べの集い」コンサート等の企画 

進捗状況 

 パワーバレンタインウィークの実施（H25年度～） 
当面の予定 

 引き続き、パワーバレンタインウィークを実施する 
⑧集客機能 漁業と連携した

施設 

 蓄養技術を活用した釣堀や新湊
漁港に水揚げされる魚を紹介す

る施設 

 蓄養技術を活用した釣堀や新湊漁港に水揚げされる魚
を紹介する水族館 

 市場に見学通路ができたのでＰＲし、大いに利用しても
らう。 

進捗状況 

 ベイエリアではないが、道の駅新湊にミニ水族館を開設 
 着地型観光商品（昼セリ見学＆ランチ）を実施 
当面の予定 

 着地型観光商品の拡充 
⑨宿泊滞在

機能 

宿泊・温浴施設  市域に不足している来訪者の宿
泊滞在施設 

 海王丸、新湊大橋などの景観を活
かした温浴施設 

 市域に不足している来訪者の宿泊滞在施設 
 海王丸パーク施設連絡会・県と調整し、民間事業者進出
を促す。 

進捗状況 

 これまで、２８社に企業訪問を実施 
当面の予定 

 引続き誘致活動を進める 
⑩情報提供

機能 

情報提供施設  ベイエリア全体の情報提供を行
い、来訪者の誘導を行う。 

 サテライトスタジオの誘致 

 地域放送局による情報発信 
 みなと交流館取得と有効活用 
 wi-fi対応の検討 

進捗状況 

 「みなと交流館」を取得（H27.3）し、同年７月から「いみず観光情報館」として活用 
 民間通信事業者と連携・協力し、ベイエリアライブカメラを設置ＨＰで発信（H29） 
当面の予定 

 海王丸パークTOYAMA Free Wi-Fi整備（H31.3完成予定） 
 海王丸パーク「緑のパーゴラ休憩所」にタッチパネルモニターを整備（'19.5月） 

⑪居住機能 高齢者向け住宅  高齢者を対象とした集合住宅や
ケアハウス 

 当面も民間活力導入 

 民間で供給されており、今後も民間活力を導入 当面の予定 

 民間での供給状況を確認しながら、継続して民間活力を導入する。 

レクリエー 緑地・公園  憩いの空間となる緑地や公園を  県の事業後の利用状況を見ながら検討 当面の予定 
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ション機能 各所に配置  県の事業後の利用状況を見ながら検討する。 
⑫レクリエ

ーション機

能 

釣り場  安全で快適な水辺空間としての
釣り場 

 安全で快適な水辺空間としての釣り場 進捗状況 

 他港事例を調査・研究 
当面の予定 

 調査・研究を継続 
⑬レクリエ

ーション機

能 

海王丸パークの

機能充実 

 レクリエーション施設（ラジコ
ン・スケボー）拡充整備し、全天

候対応化を図るとともに、夜景観

光を推進する。 

 レクリエーション施設に多目的広場を整備し、全天候対
応化を図る 

 ドッグランなど（東にもドックラン・ＰＧを） 
 イルミネーションの充実、夜景観光の推進 

進捗状況 

 帆船海王丸ライトアップ開始（Ｈ26.12～） 
 恋人の聖地モニュメントのライトアップの開始（H27.8～） 
 「世界で最も美しい湾クラブ」加盟記念モニュメントにライトアップ設置（H28.3） 
 第35回全国豊かな海づくり大会御製碑設置（H28.3） 
 海王丸パークトイレ整備（H29.12） 
 海王丸パーク展望広場整備（H30.4） 
当面の予定 

 海王丸パーク緑のパーゴラ改修工事（H31.1～） 
 海王丸パーク展望広場への園路(斜路)整備（'19.10月完成予定） 

⑭遊休地利

用 

適切な管理とイ

ベント時の活用 

 周辺の景観と臨時的な駐車場利
用に配慮した適切な管理の実施

と市民による花壇整備などの活

用 

 当面環境整備を行い、民間・県・住民と連携協力し利活
用 

 

⑮緑地機能 海辺の森形成  地被－疎林－自然林といった変
化にとんだ緑地を整備し、夕日を

望む芝生広場と森林浴・散策がで

きる森を形成 

 地被－疎林－自然林といった変化にとんだ緑地を整備
し、夕日を望む芝生広場と森林浴・散策ができる森を形

成 

 バードパークは大切。周辺整備を（散策道路）（土盛り
のところ） 

当面の予定 

 海王丸パークと新湊大橋あいの風プロムナード西側エレベータを結ぶ遊歩道の整
備（H31.4完成予定） 

連絡機能 万葉線の延伸  ベイエリア西地区における万葉
線の利便性向上を図る、路線の延

伸 

 ベイエリア西地区における万葉線の利便性向上を図る、
路線の延伸 

当面の予定 

 海王丸パーク等ベイエリアの活性化を図るに当たり、公共交通の果たす役割は大
きいと考えており、多様な交通手段の可能性も含め総合的に検討 
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⑯健康機能 元気の森公園の

拡充 

 地域の緑の核となる公園整備。市
民の日常的な健康づくりに寄与 

 パークゴルフ場の増設（１８ホール） 
 緑化の推進（花を植える） 

進捗状況 

 パークゴルフ場の増設（H27.11竣工）(18ホール整備、合計36ホール) 
 トイレ、四阿、駐車場の整備（H29.6完成） 
当面の予定 

●休憩施設の増設 (H30年度 設計着手) 

⑰健康癒し

機能 

宿泊・温浴施設  海洋深層水を活用した健康づく
りを行う入浴施設、海洋エステ、

環日本海諸国の特徴あるマッサ

ージやサウナなども検討 

 海洋深層水を活用した健康づくりを行う入浴施設、海洋
エステなどの癒し施設 （滑川市でタラソピア） 

 

健康癒し機

能 

 環日本海諸国の特徴あるマッサージやサウナの体験施
設（船員の利用を促す） 

 

健康機能 海を使った取り

組み 

 引き続き継続する  富山マラソンや射水海王丸マラソンの実施 
 新湊大橋車道部のイベント活用（ウォーキング大会実
施） 

 全国大会規模のヨットレース等の誘致 

進捗状況 

 富山湾岸サイクリング（H27～） 
 国内最大規模のヨットレース「タモリカップ富山大会」（H27～） 
 新旧海王丸W総帆展帆（H27.8.6～10） 
 第３５回全国豊かな海づくり大会開催（H27.10.24～25） 
 射水市世界一挑戦塾 
「ますの押し寿司を並べた世界最長ギネス記録」達成437.02m（H27.11.14） 

「竹とんぼを一斉に飛ばした人数」のギネス世界記録達成410人（H28.7.24） 

 富山あいのかぜジェントルライド（H29～） 
 富山マラソン（H27～） 
 富山新港開港50周年記念事業 
海上見学会（H30.7.14） 

国際物流ターミナル見学会（H30.7.15） 

  新湊大橋のてっぺんを歩こう！（H30.9.23） 

当面の予定 

●極東杯国際ヨットレース('19.9.14) 

⑱研究機関

との連携強

化 

海洋水産技術研

究・活用施設 

 養殖技術を活用した魚介類販売
や加工品開発 

（稚魚のオーナー制度などによ

る活用） 

 研究を継続し、ＰＲ・販路拡大・商業化を目指す。 
 都内にある富山・射水ゆかりの店にメニュー化 

進捗状況 

 ６次産業として射水市内でサクラマスの完全養殖を行い、ます寿司など様々な製
品としてPR、販路拡大を目指して活動。（H27～） 

当面の予定 

 引き続き活動を実施していく。 
⑲集客機能 多目的広場など  多目的広場、ドックラン、フット

サル場として利用に変更 

（集客機能を持たせることに） 

 多目的広場、ドックラン、フットサル場として利用に変
更 

（集客機能を持たせることに） 

進捗状況 

 県外船舶オーナーを対象とした新たな交流体験ツアー、レンタルボートの実施 
 新湊マリーナのライトアップ開始（H29.5～） 
 新湊マリーナ拡張整備（H30.8完成） 
当面の予定 

 宿泊施設や合宿施設等の誘致活動を進める 
 引き続き自家用船舶オーナー誘致に向けた取組みを実施 
 フットボールセンター整備（'22年完成予定） 

⑳緑地機能 海辺の森形成  地被－疎林－自然林といった変
化にとんだ緑地を整備し、良好な

景観の緑地や散策ができる明る

い雰囲気の森、四季の変化を感じ

させる森を形成。新湊大橋からの

 地被－疎林－自然林といった変化にとんだ緑地を整備
し、良好な景観の緑地や散策ができる明るい雰囲気の

森、四季の変化を感じさせる森を形成。新湊大橋からの

眺望を意識した花壇や噴水などによる癒しの空間を形

成。 

進捗状況 

 パークゴルフ場の周囲に散策できる園路を整備（H29完成） 
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眺望を意識した花壇や噴水など

による癒しの空間を形成。 

○21眺望機能 眺望点  夕日と海と新湊大橋を静かに眺
められる眺望点の整備・ＰＲ 

 あいの風プロムナードとともにＰＲ 進捗状況 

 あいの風プロムナード東側ＥＶ棟展望ホールに立山連峰シール等を貼付した。 
 ５～１０月のあいの風プロムナード利用時間を１時間延長。[午前６時～午後８時→
午後９時]（H28.5～） 

○22宿泊機能 宿泊施設（体験

型） 

 漁業体験やマリンレジャーが楽
しめる体験型宿泊施設（コテー

ジ・別荘） 

 ベイエリア西地区から移記 進捗状況 

 これまで、２８社に企業訪問を実施 
当面の予定 

 引続き誘致活動を進める。 
○23集客機能 誘客・飲食施設 

オープンカフェ 

 マリンカフェ等による誘客・飲食
施設 

（ベイエリア東地区にも宿泊施

設・飲食店・物販施設など集客機

能を持たせる） 

 マリンカフェ等による誘客・飲食施設 
（ベイエリア東地区にも宿泊施設・飲食店・物販施設な

ど集客機能を持たせる） 

進捗状況 

 マリンカフェ「Sａｚａｎ」オープン(H27.7.10) 
 ローソン射水海竜町店オープン（H28.11） 

 


